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●香川県観音寺市
ハイスタッフホール

（観音寺市民会館）
〒768-0060　観音寺市観音寺
町甲1186-2
Tel. 0875-23-3939
http://kanon-kaikan.jp/

◎2017年4月1日オープン

さまざまな市民文化活動の拠点
の役割を担ってきた市民会館が
老朽化が進んだため、旧観音寺
南小学校跡地への移転および
大規模改修を経てオープン。運
営を直営から指定管理者制度に
移行し、「音を観るまち”文化芸
術クリエーションホール”をめざ
して」を基本理念に掲げ、地域
に根ざした個性豊かな文化の創
造・振興を目指す。
鑑賞事業のほか、交流事業、育
成普及事業、活動支援事業、情
報発信事業なども実施していく。
そのひとつとして開館を記念し
た市民ミュージカルを制作。出
演者のみならず舞台スタッフ・運
営スタッフ（広報・子役出演者サ
ポート・衣裳制作補助など）も募
集。浜畑賢吉（俳優、大阪芸術
大学教授）、北川潤（俳優、音楽・
声楽監督）らの指導で、来年3月
の発表公演を目指す。
 ［オープニング事業］アンドレ・シ
プコー ピアノリサイタルほか
 ［施設概要］大ホール（1,200席）、
小ホール（337席）、多目的ホール

（舞台40m2、フロア580m2 ）、会
議室（54席）ほか4室、スタジオ
A･B（16m2）

［設置者］観音寺市
［管理・運営者］あなぶき・四国舞
台グループ

［設計者］（株）日建設計

●青森県八戸市
八戸ブックセンター

 〒031-0033　八戸市大字六日町
16-2
Tel. 0178-20-8368
https://8book.jp/

◎2016年12月4日オープン

「本のまち八戸」を推進する八戸
市が運営する全国でも珍しい本
の販売も行う公共施設。これま
で手に触れる機会が少なかった
本に出合える場の創出という、
本に関する新たな公共サービス
を提供する施設としてオープン
した。
東京・下北沢にある本屋「B&B」
を経営するブックコーディネー
ター・内沼晋太郎氏をディレク
ターに招き、本との偶然の出合
いを誘発する提案型・編集型の
選書・陳列を行うとともに、読書
会を目的とした部屋や、出版・発
表などを目的に執筆する人に無
料で貸し出す「カンヅメブース」
などの設備を設置。「本のまち
読書会」「ブックセンター・ギャラ
リー」「アカデミック・トーク」「執
筆・出版ワークショップ」など、
本を“読む人”“書く人”を増やし、

“本でまちを盛り上げる”ために
さまざまな企画事業が展開され
ている。
 ［施設概要］面積約315m2、陳列
約8,000冊、セレクトブックストア

（入門・基本図書棚、普遍的テー
マ棚、フェア棚、ひと棚、本のま
ち棚）、読書会ルーム、カンヅメ
ブース、ギャラリーほか

［設置者］八戸市
［管理・運営者］八戸市
［設計者］株式会社オリエンタル
コンサルタンツ

●群馬県太田市
太田市美術館・図書館

 〒373-0026　太田市東本町16-30
Tel. 0276-55-3036
http://www.artmuseumlibraryota.jp

◎2017年4月1日オープン

太田駅前の賑わいづくり、また
文化交流を通したまちづくりの
拠点として構想された融合施
設。市民とワークショップをしな
がら専門家も交えて検討された
建物は、街を歩くように美術館、
図書館、カフェなどを行き来でき
るユニークな構造で、美術館と
図書館の融合施設ならではの取
り組みを展開する。
美術館は現代アートを核として、
作家の滞在制作や野外作品設
置などを通して、市民に広く開
かれることを目指すほか、もの
づくりをする地元企業とコラボ
した展覧会など、地域資源を生
かした試みも行う。図書館には、
世界60カ国以上・1万2,000冊
を超える児童書、9,000冊のアー
トブックを所蔵。市内の公共施
設や商店などで、お気に入りの
本をまちで共有する「まちじゅう
図書館」を行い、まちの周遊促
進を図る。
  ［オープニング事業］開館記念展

「未来への狼火」ほか
［施設概要］美術館：企画展示
室1〜3（169〜49m2）ほか／図書
館：絵本・児童書コーナー、アート
ブックコーナーほか／その他：視
聴覚ホール、イベントスペース、カ
フェ&ショップ
 ［設置者］太田市
 ［管理・運営者］（一財）太田市文
化スポーツ振興財団
 ［設計者］平田晃久建築設計事務所

アーツセンター情報

●データの見方
情報は所在地の北から順に掲載してい
ます。●で表示してあるのはアーツセン
ターの所在地です。以下名称、住所、電
話番号、公式サイトURLを記載していま
す。また、基礎データとして、設置者、運
営者、ホール席数など施設概要を紹介し
ています。

●情報提供のお願い
地域創造では、地域の芸術環境づく
りを積極的に推進するアーツセンター
（ホール、美術館などの施設のほか、ソフ
トの運営主体も含みます）の情報を収集
しています。特に、新規の計画やオープ
ンなどのトピックスについては、この情
報欄で掲載していく予定です。このペー
ジに掲載を希望する情報がございました
ら、情報担当までご連絡ください。

●情報提供先
地域創造レター担当
Fax. 03-5573-4060

Tel. 03-5573-4066

letter@jafra.or.jp

今月の情報（アーツセンター編）
新たにオープンした公立のアーツセンターを紹介します

▼—
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＊1　東京都歴史文化財団からの委託調
査事業については、調査報告書および、
そのエッセンスをまとめたハンドブック
「文化施設のための多言語対応ガイド」
が公開されている。本稿で述べた内容
が、国内外の事例および首都圏の公立
文化施設のアンケートデータ等とともに
詳細に記述され、また、施設の特性ごと
の多言語対応の方向性についても図表
で整理されているので、参考にされたい。
http://www.rekibun.or.jp/about/

multilingual_efforts.html

＊2　国のガイドラインについては、下記
のURLから参照できる。また多くの都道
府県で、国のガイドラインを基とした独
自のガイドラインをつくっているので、自
県でガイドラインが出されていないか確
認しておかれたい。
http://www.mlit.go.jp/kankocho/

news03_000102.html

　2017年3月、2020年の東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会開催までに訪日外国人客
を4,000万人までに拡大する「観光立国推進基
本計画」が閣議決定された。これは、2016年実
績の2,404万人の1.67倍、東日本大震災以前の
ピークであった2008年（861万人）と比較すると
実に4.6倍以上の数値である。筆者は、2015年
以来数度にわたり、（公財）東京都歴史文化財
団や（独法）国立文化財機構からの委託調査の
担当者として、外国人観光客激増に文化施設
がいかに対応すべきか、その方向性について調
査してきた（＊1）。本稿ではその経験を踏まえ、文
化施設の外国人観光客への取り組みのあり方
について基本となるポイントを述べていきたい。
　文化施設の外国人対応には大きく2つの方
向がある。1つは前述の観光立国政策やそれに
基づく地方創生ビジョンに基づく外国人「観光
客」への対応である。この場合、その目的は、日
本の文化を普及する好機ととらえるとともに、
外国人観光客を取り込むことで集客をアップさ
せ、施設経営に役立てることとなる。もう1つは、
外国人「在住者」への対応、一般には多文化共
生施策と呼ばれる方向性である。この2つは究
極の目的は同じにせよ、全く異なる施策である
ため、今回は前者について整理を行う。

●まず訪日外国人観光客を集められる施
設かどうかを考える
　訪日外国人客の急増を自館の集客増の好機
としていくためには、前提として、施設が「観光
施設」としての要件を満たしていることが必要
だ。それは、「いつ行ってもお目当てのものが見
られる」ということ。遠方からの観光客、まして
海外からの顧客にとっては、その時しか行われ
ていない企画展やその時々の公演事業の内容
を、事前に調べ、チケットを押さえることは非常
にハードルが高い。観光施設としては、美術館・
博物館であれば、常設展や収蔵品展の魅力を
アピールすることが基本となる（劇場であれば
常打ち公演）。一般的に言えば、日本でしか見ら
れない伝統文化、あるいはアニメ等の日本が世
界の中心であるもののほうが外国人にとっては

魅力的ということになる。
　典型的な例としては根津美術館がある。日本
美術や東洋美術の収蔵品展を中心とし、多くの
国宝・重要文化財を擁し、かつ四季折々の日本
ならではの自然を楽しむことができる庭園のあ
る同美術館は、フランスなどの欧米観光客を多
数集める都内有数のスポットとなっている。劇
場で言えば、歌舞伎座や、アジア圏を中心にわ
ざわざチケットを予約して来日する海外集客が
多い2.5次元ミュージカル専用シアター「アイア
2.5シアタートーキョー」などが「外国人向け施
設」と言える。
　これは、企画展・巡回展中心、劇場であった
ら短期の公演中心の施設は、焦って外国人観
光客対応を進めても、あまり大きな成果が期待
できないということでもある。もちろん、森美術
館のように、企画展中心で多くの外国人を受け
入れている施設もある。ただし、森美術館につ
いては、立地する六本木ヒルズ自体が都市型
観光施設として大きな集客力をもっていること、
また、企画展自体についても、国内美術館には
珍しい積極的な海外広報を実施していること
等、独自のパワーをもっていることを踏まえてお
く必要がある。
　
●“使いやすい”施設になる
　外国人観光客への対応ガイドラインとして現
在基本となっているのは、2014年に、観光庁が
出した「観光立国実現に向けた多言語対応の
改善・強化のためのガイドライン」である（＊2）。同
ガイドラインでは、看板や標識・サイン、解説パ
ネルなどの掲示物を対象に、①どこまでの言語
に対応するかのルール（基本は日英併記だが、
外国人観光客が多い、もしくは、増やしたい場
合は、中国語・韓国語その他を増やす）と、②
英・中（簡体字）・韓3カ国語での具体的な翻訳
例や翻訳の際の注意が掲載されており、多言語
対応の初めの一歩がわかる構成となっている。
　上記のガイドラインの使用については、気を
つけておかなければならないことが1つある。そ
れは、「主立った看板や標識だけを多数の言語
に対応しても、実は、外国人観光客にとって殆

●制作基礎知識シリーズVol.41「公立文化施設の多言語対応」

訪日客4,000万人時代を見据えた多言語対応

制作基礎知識シリーズ Vol.41

公立文化施設の
多言語対応

講師  山名尚志
 （株式会社文化科学研究所代表）
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ど使いやすくはならない」ということだ。実際問
題、EXITやWCなどの簡単な英語標識を理解
できない外国人観光客はまずいない。実用上
は、英語と、あとせいぜいピクトグラムがあれば
十分だ。
　多数の言語での対応が求められるのは、主
要な標識ではなく、むしろ細かな注意書きや臨
時の張り紙のほうである。こうした細かなこと、
臨時の変更に限って、内容がややこしく、しか
も国によって習慣が違うため、英語だけでなく
できるだけ多数の言語に丁寧に翻訳しておかな
ければすぐにトラブルが発生してしまう。「土足
厳禁」という四文字熟語だけでは、欧米の顧客
にとっては呪文も同様だし、コインロッカーがデ
ポジットになっている国は日本以外では滅多に
ない。また、傘立てのカギの仕組みも、かなり
独特。せっかくベビーカーの貸し出しや多機能
トイレ等のユニバーサル対応をしていても、そ
の説明や利用カウンターの案内が日本語だけで
は、外国人にとっては、存在しないのと同じこ
とになってしまう。
　海外の大規模施設、ルーブル美術館やメトロ
ポリタン美術館などの事例を見ると、上記の考
えに基づく割り切りが明確だ。標識類について
は、ルーブルでは、仏英西の3カ国語、メトロポ
リタンでは英語のみ、つまり多言語対応がされ
ていない。一方、注意書きや張り紙類、例えば
ルーブルにおけるテロ対応のための臨時措置や
メトロポリタンの料金についての注意書きは、5
カ国語以上、場合によっては10カ国語程度でし
つこく表記されている。トラブルが起こりそうな
面倒なところ、一時的な張り紙こそ多数の言語
で対応というのが基本なのである。
　もちろん、すべてを10カ国語で掲示していて
は、いくらスペースがあっても足りなくなる。そ
れを防ぐために必要なのが館内パンフレットや
ウェブサイトにおける来館案内の充実である。
例えば大英博物館では、館内表示は（寄付金の
お願いを除き）ほぼ英語だけだが、ウェブサイト
の来館案内は8カ国語で対応している。また、
ルーブルでは、実に13カ国語でパンフレットが
用意されており、ウェブ上からもPDFでダウン

ロードが可能となっている。

●コンテンツを魅力的に見せるためには
　いかに利用が円滑になっても、そもそも行き
たいと思わなかったり、来た時に展示や公演に
満足してもらえなかったら、集客には繋がらな
い。そのためには、ウェブサイトのコンテンツや
誘客用のPR素材の充実、目玉となる作品や資
料の紹介の強化が必要だ。展示解説等につい
ては、壁面に掲示できる言語数には限りがある
ため、音声ガイドやスマートフォンアプリなどを
使ったマルチメディア対応が重要となる。舞台
の解説についても、イヤホンガイドだけでなく、
近年ではポータブル型の字幕表示デバイスが
使えるようになってきている（国立能楽堂などが
導入）。
　気をつけておかなければならないのが翻訳
の質である。ネイティブチェックの実施は当然
だが、問題は、直訳しただけでは、文化も背景
知識の量も異なる外国人にはピンと来ないこと
が多い。これを解決するためには、“訳す”とい
うより、外国人向けに魅力的な解説文を新たに

“書き起こす”という姿勢が必要である。
　川崎市立日本民家園では、この課題を、「そ
もそもの解説文を、子どもでも誰でもわかるよ
う、徹底的に開いてつくる」ということで解決し
ている。背景知識なしでもわかるように初めか
らつくっておけば、直訳しても、外国人にもわか
りやすく伝わる。これは、逆に言えば、これま
での日本の文化施設の解説の多くが、実のとこ
ろ、日本人にもなかなかわかりにくいものが多
かった、ということでもある。
　大英博物館やルーブル美術館、メトロポリタ
ン美術館、MoMAなど、海外の大型美術館・博
物館では、収蔵品のハイライトを、わかりやす
く、多くの写真で美麗に紹介したスーベニア（お
土産）ブックを多数の言語で有料で販売してい
る。学術的に正確な図録だけではなく、観光客
が喜ぶ「わかりやすく美しい」コンテンツを作成
し、提供・販売する。これも、多くの訪日外国人
を惹きつけ、満足させる必須の対応のひとつで
ある。

制作基礎知識シリーズ▼—



今月のレポート
財団の支援事業や地域の創造活動に参考になる催しを取り上げて

レポートします

▼—

青森県三沢市

三沢市寺山修司記念館
20周年記念特別公演

幻想市街劇
『田園に死す』
三沢篇

演劇実験室・天井棧敷を主宰し、短歌・俳句・
詩、映画、エッセイなど多彩な活動で知られた

“言葉の錬金術師”寺山修司。その寺山が9歳か
ら12歳までを過ごしたゆかりの地、青森県三沢
市に寺山修司記念館ができて20周年を迎えた。
8月6日、その記念事業「幻想市街劇『田園に死
す』三沢編」が行われた。

主な会場は、記念館周辺、三沢駅周辺、中心
商店街の店舗に寺山の言葉のオブジェなど30点
を設置したテラヤマロード界隈だ。70年代に物議
を醸した寺山の前衛的な市街劇『ノック』のように、
テラヤマロード入口で地図を受け取り、街を歩く
と、同時多発的に展開するイベントに遭遇する。
米軍基地のある三沢らしい「アメリカ村構想」がつ
くり出したアーリーアメリカン調の商店街と古い商
店街が共存する不思議な雰囲気も、この日の三沢
空港が工事中で滑走路を歩かされたことも、すべ
てが寺山の仕掛けた怪しい企みのように思えた。

●
「なみだは　にんげんのつくることのできる　一ば
ん小さな　海です」、「書を捨てよ、町へ出よう」…

12時、寺山の言葉が彩るテラヤマロードでオー
プニングアクトが始まった。「空に私自身を記述
するこころみは 飛ぶことでしかないのでしょう
か？」という信号を送り続ける手旗少女、『田園に
死す』の主人公の白塗りの中学生、寺山のモチー
フであるサーカス団の人々などが街中に散って行
く。夕方5時、中央公園に組まれた巨大櫓では総
勢約180名（市内外の参加者約100名）によるク
ロージングの群衆劇が始まった。街中を徘徊する
人々の頭には地図と一緒に配られた寺山のお面。
まさに街が寺山ワールドになった1日だった。

プロデューサーは、記念館館長の笹目浩之
だ（指定管理者の株式会社テラヤマ・ワールド代
表。1万種以上の演劇ポスター収集・公開で知ら
れるポスターハリスカンパニー代表）。
「直営の頃は県内学生俳句コンクールなどの文

学館的な運営をしていました。全国的な発信事
業はあまりなかった。アクセスも悪く、市民も記
念館との接点が少なかった。これでは寺山さんに
申し訳ないと思いました。そんな時に私たちが指
定管理者として運営を任されました」

1963年生まれの笹目は十代の終わりに寺山

の舞台を目撃し、人生を演劇に捧げると誓った。
その死後、元妻で天井棧敷プロデュサーだった
九條今日子に誘われてポスター貼りを生業にす
るようになり、今では寺山作品に関わるさまざま
なプロデュースを手掛ける。“寺山のブランド化”
を宣言し、縛られない寺山の精神を受け継ぎ、
著書「家出のすすめ」を捩ったサキイカ「家出の
するめ」や、渾名をネーミングにしたシュークリーム

「テラシュー」などを仕掛けてきた。
指定管理者になってからは発信事業や地域

との連携に力を注ぎ、さまざまな切り口の「企画
展」（年2回〜3回）、5月4日の修司忌にはオリジ
ナル遊戯もあってファミリー層が楽しめる「寺山
修司記念館フェスティバル」、地元バンドが出演
する「テラヤマ・ミュージック・ミュージアム」、寺
山ゆかりのアーティストや有識者による「市民大
学」を次々開催。13年から4年間は星野リゾート
青森屋の敷地などで、入場無料の寺山演劇祭も
行った。一連の活動の成果を見た市と商工会は、
2016年に寺山を街の顔とするテラヤマロードを
整備し、市の職員も多数スタッフとして協力した
今回の市街劇へと繋がった。

一方、まだ、基地のまちとしての生き残りを期
待する人たちもいる。テラヤマロードにある銀座
通り商店会会長の平野継昭は、「商工会の働き
かけでテラヤマロードに協力したが、今でも財政
難で整備が頓挫したアメリカ村に期待している。
アングラ劇も寺山さんも好きだが、それで商店街
が何とかなるような状況ではないと思っていま
す」と言う。

廃業する店舗も多く、米軍兵士も最盛期の5
分の3。三沢が三沢として生き残っていくために
は、新たな街の顔で活性化を試みるしかないと
ころまで追い込まれている。「かつて寺山の市街
劇は警察沙汰になったのに、いまは市民参加と
いう新たな枠組によって警察も市民も取り込めて
しまう。時代だなあと思います」（笹目）
「私の墓は、私のことばであれば、充分。」と

言った寺山の存在意義は、まさしく怠惰な日常
から生の本質を貫く“言葉の力”にこそある。その
言葉を生きたものとして伝えた記念館が仕掛け
た市街劇で、人々は何を思ったのだろうか。

（ノンフィクション作家・神山典士）

上：テラヤマロード。アーリーアメリカンの町並
み／下：『田園に死す』エピローグ（中央公園）
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●三沢市寺山修司記念館
1997年7月開館。寺山の小・中学校の同窓
生が中心となった寺山修司五月会の尽力に
より、母はつから寄贈された遺品の保存・
公開のため市民の森公園内に三沢市が建
設（粟津潔デザイン）。寺山の声が流れる展
示室には、「演劇実験室・天井棧敷」の舞台
美術を彷彿とさせる設えが施され、寺山の
世界の象徴でもある“机の引き出し”を展
示空間として用いる工夫など、創意溢れる
ものとなっている。2009年4月に直営から
寺山修司の著作権を管理する（株）テラヤ
マ・ワールドによる指定管理に移行。

●「幻想市街劇『田園に死す』三沢編」
［日程］2017年8月6日
［会場］三沢市内各所で演劇、音楽、ダンス、
即興パフォーマンスなど約70イベントを展開
［総指揮・構成・演出・音楽］J・A・シーザー
（演劇実験室◎万有引力主宰）
［演出］佐々木英明、増田セバスチャン、福
士正一、森崎偏陸、長谷川孝治
［主催］テラヤマ・ワールド　［共催］三沢市

＊『田園に死す』
『空には本』『血と麦』に次ぐ1965年に発表
された第三歌集のタイトル。1974年には寺
山脚本・監督で同名の自伝的映画が公開さ
れている。恐山の麓の村で母と二人暮らし
をしていた少年時代の自分を主人公にした
自伝的映画を撮影していた監督が、過去の
自分に会いに行き、厚化粧された記憶の真
の姿を確かめるという作品。


